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（参考）
○航空機騒音に係る環境基準について（昭和48年12月27日環境庁告示第154号）

地域の類型
環境基準値
（ＷＥＣＰＮＬ）

Ⅰ 70以下
Ⅱ 75以下

※三重県では、類型の当てはめを行った地域はまだありません。

○騒音の大きさの例
80dB 地下鉄の車内
70dB 電話のベル、騒々しい事務所の中、騒々しい街中
60dB 静かな乗用車、普通の会話
50dB 静かな事務所

（注）
※１ 「航空機騒音の平均値(dB)」は、１日のすべての航空機騒音のピークレベルをパワー平均したものであり、WECPNLを算出する式（※３）のdB(A)に相当します。

※２ 「観測機数（機）」は、航空機騒音以外の騒音よりも１０dB以上大きい航空機騒音のみを対象としているため、実際に飛行した航空機数よりも少なくなります。

※３ WECPNL = dB(A) + 10log10N - 27

N = N2 + 3N3 + 10(N1+N4)

N1 : 午前０時から午前７時までの間の航空機の機数

N2 : 午前７時から午後７時までの間の航空機の機数

N3 : 午後７時から午後１０時までの間の航空機の機数

N4 : 午後１０時から午後１２時までの間の航空機の機数

なお、WECPNLの平均値は、１日ごとのWECPNLの値をパワー平均したものです。

該当地域

専ら住居の用に供される地域
Ⅰ以外の地域であって通常の生活を保全する必要がある地域


